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はじめに 
 
国土交通省では、公共交通機関の利便性向上に資するため、公共交通情報を

網羅的に収集・解析し、最適な形でインターネットを通じ利用者に提供する「総合

交通情報提供システム」の普及促進に取り組んでいる。 
その有効性検証の一環として、平成１２年度札幌地区においてモデル実験を実

施し、当該システムが、公共交通機関の利便性向上、及びその利用促進に大いに

有効であることが示された。しかしながら、交通事業者が自社で保有している公共

交通情報データには様々な形式があるため、当該システムに取り入れるために多

大な作業量を要したことが問題として挙げられた。 
  この結果、総合交通情報提供システムの普及促進を図るためには、交通事業者

が保有している公共交通情報を標準的なデータ形式で整備し、流通させることが新

たな課題として位置づけられた。 
そのため、有識者、公共交通事業者、コンテンツプロバイダ等関係者から構成さ

れる公共交通情報標準化検討委員会を設け、各社固有のデータ形式からデータ

標準に則ったデータ形式への変換作業量の評価結果、及び公共交通事業者等に

対するヒアリング結果等を踏まえて、当委員会で審議し、公共交通情報データ標準

を策定した。 
今後、ドア・ツゥ・ドアでの移動への支援等公共交通機関において求められてい

る、利用者に対するきめ細やかな情報提供サービスの普及促進のため、公共交通

情報データ標準が広く利用されれば幸いである。 
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